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Y
.
M
a
d
h
y
�
n
ta
v
ib
h
�
g
a
tik
�
山
口
益
校
訂
破
塵
閣
書
房
発
行
名
古
屋
一〇
。
宀
①
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②
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⑬
a
b
h
�
t
a
は
畚
h
�
(
存
在
す
る
・
実
在
す
る
)
の
過
去
受
動
分
詞
に
、
否
定
の
接
頭
辞
鋤
が
つ
き
、
p
a
r
ik
a
lp
a
は
p
a
r
i
<
k
l
p
(
設
定
す
る
)
を
名
詞
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
謝
霊
運
の
『
仏
影
銘
」
制
作
年
時
に
つ
い
て
鵜
飼
光
昌
後
漢
初
期
の
中
国
伝
入
以
降
、
必
ず
し
も
当
時
の
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
仏
教
が
、
歴
史
の
表
舞
台
に
踊
り
出
て
、
俄
然
、
活
況
を
呈
し
は
じ
め
る
の
は
六
朝
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
二
三
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
知
識
人
に
政
治
的
関
心
が
希
薄
に
な
り
、
か
わ
っ
て
宗
教
的
・
哲
学
的
関
心
が
旺
盛
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
前
世
の
悪
業
・
善
業
が
来
世
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
三
世
応
報
の
思
想
が
、
儒
教
に
お
い
て
は
従
来
説
明
の
つ
か
な
か
っ
た
問
題
1
た
と
え
ば
善
行
を
積
ん
だ
伯
夷
・
叔
斉
が
わ
ら
び
を
食
べ
て
首
陽
山
で
餓
死
し
た
の
に
対
し
、
悪
逆
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
た
盗
蹠
が
無
事
一
生
を
終
え
た
と
い
う
所
謂
「
天
道
、
是
か
非
か
?
」
の
問
題
(
『
史
記
』
伯
夷
伝
)
-
を
見
事
に
解
決
し
、
知
識
人
に
新
鮮
な
驚
き
を
与
え
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
琢
族
の
前
秦
苻
堅
に
よ
る
永
嘉
の
乱
に
よ
っ
て
中
国
人
が
異
民
族
の
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
中
華
思
想
が
幾
分
薄
ら
ぎ
、
異
民
族
の
宗
教
で
あ
る
仏
教
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
お
い
て
も
ア
レ
ル
ギ
ー
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
も
と
で
、
仏
教
は
急
速
に
知
識
人
階
級
に
浸
透
し
、
そ
の
精
神
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
に
い
た
る
。
劉
宋
の
詩
人
謝
霊
運
(
獅
～
娚
年
)
も
、
時
代
の
潮
流
と
も
言
う
べ
き
仏
教
思
想
の
影
響
を
比
較
的
強
く
受
け
た
知
識
人
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
文
学
に
仏
教
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
川
環
樹
氏
が
つ
と
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
(
「
謝
霊
運
の
『初
去
郡
』
に
つ
い
て
」
、
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
6
号
所
収
)
、
今
回
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
『
仏
影
銘
井
序
』
も
、
謝
霊
運
な
ら
で
は
の
文
学
的
措
辞
と
仏
教
思
想
と
が
み
ご
と
に
融
合
し
た
美
し
い
作
品
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
『
銘
』
の
部
分
に
お
け
る
風
景
描
写
の
一
節
に
は
、
後
年
の
山
水
詩
の
萌
芽
を
思
わ
せ
る
も
の
さ
え
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
上
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
深
く
立
ち
入
ら
ず
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
『
仏
影
銘
』
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
若
干
の
疑
問
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
責
め
を
塞
ぐ
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
『
仏
影
銘
井
序
』
の
『
序
』
の
部
分
の
原
文
な
ら
び
に
書
き
下
し
を
以
下
に
掲
げ
る
。
(
『
銘
』
の
部
分
は
省
略
)
夫
大
慈
弘
物
、
因
感
而
接
、
接
物
之
縁
、
端
緒
不
一
、
難
以
形
檢
、
易
以
理
測
、
故
已
備
載
経
伝
、
具
著
記
論
矣
、
雖
舟
壑
緬
謝
、
像
法
猶
在
、
感
運
欽
風
、
日
月
弥
深
、
法
顕
道
人
、
至
自
祗
疸
、
具
説
仏
影
、
偏
為
霊
奇
、
幽
巌
堪
壁
、
若
有
存
形
、
容
儀
端
荘
、
相
好
具
足
、
莫
知
始
終
、
常
自
湛
然
、
廬
山
法
師
、
聞
風
而
悦
、
於
是
随
喜
幽
室
、
即
考
空
巌
、
北
枕
峻
嶺
、
南
映
彪
澗
、
墓
擬
遺
量
、
寄
託
青
采
、
豈
唯
象
形
也
篤
、
故
亦
伝
心
者
極
矣
、
道
秉
道
人
、
遠
宣
意
旨
、
命
余
制
銘
、
以
充
刊
刻
、
古
銘
所
始
、
寔
由
功
被
、
未
有
道
宗
崇
大
、
若
此
之
比
、
豈
浅
思
膚
学
、
所
能
宣
述
、
事
経
徂
謝
、
永
眷
罔
已
、
輒
磬
竭
劣
薄
、
以
諾
心
許
、
徽
猷
秘
奥
、
万
不
写
一
、
庶
推
誠
心
、
頗
感
群
物
、
飛
鶚
有
革
音
之
期
、
闡
提
獲
自
抜
之
路
、
当
相
尋
於
浄
土
、
解
顔
於
道
場
、
聖
不
我
欺
、
致
果
必
報
、
援
筆
興
言
、
情
百
其
慨
、
(
『
広
弘
明
集
』
巻
第
十
五
仏
徳
篇
所
収
、
大
正
52
・
㎜
・
b
)
ひ
ろ
よ
ひと
夫
れ
大
慈
の
物
に
弘
ま
る
や
、
感
に
因
り
て
接
す
。
物
に
接
す
る
の
縁
、
端
緒
、
一
な
ら
ず
。
は
か
か
た
は
か
や
す
は
な
は
つ
ぶ
さ
つ
ぶ
さ
形
を
以
て
檢
る
に
難
く
、
理
を
以
て
測
る
に
易
し
。
故
に
已
だ
備
に
経
伝
に
載
せ
、
具
に
記
論
に
12
あ
ら
は
る
か
さ
い
え
つ
つ
し
著
わ
る
。
舟
壑
、
緬
に
謝
る
と
雖
ど
も
、
像
法
、
猶
お
在
り
。
運
を
感
じ
風
を
欽
む
に
、
日
月
、
い
よ弥
い
よ
深
し
。
つ
ぶ
さ
ひ
と
お
く
ふ
か
い
い
わ
お
き
り
た
つ
た
か
べ
法
顕
道
人
、
祗
沍
よ
り
至
り
、
具
に
仏
影
を
説
き
、
偏
え
に
霊
奇
た
り
。
幽
巌
堪
壁
に
ご
と
す
が
た
お
ご
そ
か
形
を
存
す
る
こ
と
有
る
が
若
く
、
容
儀
端
荘
に
し
て
、
相
好
具
足
し
、
始
終
を
知
る
こ
と
莫
く
、
お
の
ず
か
常
に
自
ら
湛
然
た
り
。
よ
ろ
こ
廬
山
法
師
、
風
を
聞
い
て
悦
び
、
是
に
於
い
て
幽
室
に
随
喜
し
、
空
巌
に
即
考
す
。
北
の
か
た
の
ぞ
は
あ
に
か
た
ど
峻
嶺
に
枕
み
、
南
の
か
た
彪
澗
に
映
ゆ
。
遺
量
を
纂
擬
し
、
青
采
に
寄
託
す
。
豈
唯
だ
形
を
象
る
あ
つ
も
と
こ
と
こ
と
篤
き
の
み
な
ら
ん
や
。
故
よ
り
亦
た
心
を
伝
え
る
者
極
ま
れ
り
。
道
秉
道
人
、
遠
く
意
旨
を
つ
く
あ
宣
べ
、
余
に
命
じ
て
銘
を
制
り
、
以
て
刊
刻
に
充
て
し
む
。
そ
な
わ
よ
い
ま
み
ち
か
い
に
し
え
ま
こ
と
古
の
銘
の
始
ま
る
所
、
寔
に
功
の
被
る
に
由
る
。
未
だ
道
宗
の
崇
大
な
る
こ
と
此
く
の
若
き
た
ぐ
あ
に
ふ
な
が
の
比
い
有
ら
ず
。
豈
浅
思
膚
学
の
能
く
宣
述
す
る
所
な
ら
ん
や
。
事
、
徂
謝
を
経
れ
ど
も
、
永
き
め
ぐ
や
な
す
な
わ
つ
く
よ
は
か
り
ご
と
眷
み
、
已
む
こ
と
罔
し
。
輒
ち
劣
薄
を
磬
竭
し
、
以
て
諾
し
て
心
に
許
す
も
、
徽
き
猷
の
秘
奥
こ
い
ね
が
お
ふ
く
ろ
う
こ
え
あ
ら
た
は
万
に
一
を
写
さ
ず
。
庶
わ
く
は
誠
心
を
推
し
て
、
頗
る
群
物
を
感
ぜ
し
め
、
飛
鶚
も
音
を
革
と
き
え
ま
さ
か
ん
ば
せ
さ
と
り
の
ば
む
る
の
期
を
有
し
、
闡
提
も
自
抜
の
路
を
獲
ん
こ
と
を
。
当
に
浄
土
を
相
尋
ね
て
、
顔
を
道
場
あ
ざ
む
ご
た
ひ
お
こ
ほ
こ
ろ
ば
に
解
す
べ
し
。
聖
は
我
れ
を
欺
か
ず
、
果
を
致
し
て
必
ず
報
え
ん
。
筆
を
援
き
て
言
を
興
さ
ん
こ
こ
ろ
な
げ
き
お
お
と
す
る
に
、
情
に
其
の
慨
を
百
く
す
。
さ
て
、
従
来
の
諸
説
で
は
、
こ
の
『
仏
影
銘
』
の
制
作
年
時
は
義
熙
九
年
(
四
=
二
)
の
秋
に
当
て
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
論
拠
を
示
し
て
お
こ
う
。
つ
ぶ
さ
㈲
ま
ず
『
仏
影
銘
』
の
『
序
』
の
三
行
目
に
、
「
法
顕
道
人
、
祗
沍
(
寺
)
よ
り
至
り
、
具
に
仏
ひ
と
影
を
説
き
、
偏
え
に
霊
奇
た
り
…
…
」
と
あ
り
、
十
数
年
に
も
及
ぶ
大
旅
行
か
ら
中
国
に
帰
り
、
宋
の
都
建
康
に
入
っ
た
法
顕
が
、
謝
霊
運
に
自
ら
見
聞
し
た
那
竭
国
の
仏
影
の
あ
り
さ
ま
(
『
高
僧
法
顕
伝
』
大
正
51
・
跚
・
a
参
照
)
を
詳
し
く
説
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
『仏
影
銘
』
の
制
作
は
法
顕
が
建
康
に
帰
り
着
い
た
後
の
こ
と
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
そ
の
年
時
を
調
べ
る
と
、
法
顕
の
青
州
長
広
郡
牢
山
(
山
東
省
膠
州
湾
)
漂
着
は
、
義
熙
八
年
七
月
十
四
日
で
あ
り
(
『
高
僧
法
顕
伝
』
大
正
51
・
跚
・
b
)
、
南
下
し
て
都
建
康
に
入
っ
た
の
は
、
翌
義
煕
九
年
七
月
下
旬
以
降
(
湯
用
彫
氏
『
漢
魏
両
晋
南
北
朝
仏
教
史
』
鼎
文
書
局
本
謝
頁
、
章
巽
氏
『法
顕
伝
校
註
』
捫
頁
、
足
立
喜
六
氏
『
考
証
法
顕
伝
』
嬲
頁
、
長
沢
和
俊
氏
『法
顕
伝
・
宋
雲
行
紀
』
鵬
頁
参
照
)
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
謝
霊
運
が
『
仏
影
銘
』
を
作
っ
た
の
も
、
法
顕
の
建
康
帰
着
以
降
、
す
な
わ
ち
義
熙
九
年
(
四
=
ご
)
七
月
下
旬
よ
り
後
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
㈲
次
に
、
1a
;_.)v
P仏
影
銘
』
の
『序
』
の
五
行
目
に
、
「
廬
山
法
師
〔慧
遠
〕
、
風
を
聞
い
て
悦
び
…
…
遺
量
を
蟇
擬
し
、
青
采
に
寄
託
す
。
…
…
道
秉
道
人
、
遠
く
意
旨
を
宣
べ
、
余
に
命
じ
て
銘
つ
く
あ
を
制
り
、
以
て
刊
刻
に
充
て
し
む
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
に
よ
れ
ぽ
、
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
制
作
は
廬
山
の
慧
遠
の
命
を
受
け
た
道
秉
の
依
頼
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
慧
遠
が
銘
文
の
撰
述
を
依
頼
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
慧
遠
自
身
の
『
仏
影
銘
』
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
わ
た
く
し
ぼ
、
「遠
は
以
前
、
先
師
〔道
安
〕
を
尋
ね
て
、
永
年
、
(
弟
子
と
し
て
)
お
そ
ぼ
に
お
仕
え
し
た
。
み
ち
び
き
そ
し
て
、
慈
愛
の
こ
も
っ
た
訓
に
よ
っ
て
啓
発
さ
れ
、
仏
典
を
学
ぶ
こ
と
に
志
し
て
き
た
が
、
め
ず
ら
(
そ
の
一
方
、
天
竺
の
)
奇
し
い
話
を
聞
い
て
求
道
の
誠
を
深
め
た
い
と
常
に
願
っ
て
い
た
。
(
だ
か
ら
)
西
域
か
ら
来
た
沙
門
に
出
あ
う
と
、
い
つ
も
旅
行
の
話
を
聞
く
こ
と
に
し
、
そ
の
お
か
げ
で
、
(
西
域
に
)
仏
影
と
い
う
も
の
の
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
(
人
づ
て
に
聞
く
話
で
あ
り
)
、
話
す
人
に
も
ま
だ
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
ら
な
か
っ
た
。
(
と
こ
ろ
が
)
、
こ
の
廬
カ
シ
ミ
　
ル
あ
山
に
来
て
か
ら
髑
賓
の
禅
師
〔僧
伽
提
婆
〕
と
南
国
の
律
学
の
沙
門
〔法
顕
〕
に
値
っ
た
。
(
そ
し
て
彼
等
に
仏
影
の
話
を
聞
く
と
)
、
私
の
以
前
聞
い
て
い
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、
こ
の
人
た
ち
の
実
際
に
旅
行
し
て
来
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
詳
し
く
尋
ね
て
み
る
と
、
か
ね
て
か
ら
聞
い
て
い
た
こ
と
と
一
致
す
る
点
が
多
く
、
か
く
て
は
じ
め
て
…
…
同
信
の
人
々
に
仏
え
が
教
の
真
の
意
味
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
仏
徳
に
随
順
歓
喜
す
る
人
々
と
共
に
仏
影
を
図
い
て
銘
文
を
書
く
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
」
と
記
し
、
仏
影
を
画
き
、
銘
文
を
書
く
に
至
っ
た
由
来
を
述
ぺ
た
の
ち
、
さ
ら
に
、
「
晋
の
義
熙
八
年
〔
四
一
二
〕
、
壬
子
の
歳
、
五
月
一
日
、
皆
で
こ
の
台
を
立
て
、
本
な
る
(
印
度
の
)
山
に
な
ぞ
ら
え
て
こ
の
仏
影
を
作
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
(
求
道
の
)
誠
を
や
ど
あ
た
あ
ら
わ
す
こ
と
に
し
た
。
......
(
こ
の
翌
年
)
太
歳
が
星
紀
に
次
り
、
赤
奮
若
が
太
陰
の
墟
に
貞
る
年
〔四
=
二
〕
の
九
月
三
日
、
詳
し
く
別
記
を
し
ら
べ
て
、
こ
の
銘
を
石
に
刻
し
た
。
…
…
時
し
も
文
筆
の
士
は
皆
こ
の
仏
影
を
詩
文
に
つ
く
り
、
い
ず
れ
も
こ
の
遠
大
な
は
か
り
ご
と
を
後
世
に
残
そ
お
も
う
と
し
て
、
こ
の
霊
奇
な
出
来
事
に
想
い
を
馳
せ
た
」
(
『
慧
遠
研
究
』
遺
文
篇
弼
～
嫻
頁
の
訳
に
よ
る
)
と
あ
り
、
義
熙
八
年
(
四
一
二
)
五
月
一
日
に
仏
影
が
作
ら
れ
た
こ
と
、
翌
義
熙
九
年
(
四
=
二
)
九
月
三
日
に
銘
文
が
石
に
刻
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
文
筆
の
士
〔揮
翰
之
賓
〕
も
み
な
こ
の
仏
影
を
詩
文
に
作
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
慧
遠
の
『仏
影
銘
』
の
記
述
と
㈲
の
最
初
に
挙
げ
た
謝
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
の
一
節
と
を
つ
き
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
謝
霊
運
が
慧
遠
の
依
頼
を
受
け
て
、
「
揮
翰
の
賓
」
の
一
人
と
し
て
、
『
仏
影
銘
』
を
作
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ぽ
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
制
作
は
、
慧
遠
が
自
ら
の
銘
文
と
と
も
に
、
謝
霊
運
を
は
じ
め
と
す
る
文
筆
の
士
の
作
っ
た
詩
文
を
廬
山
の
仏
影
台
に
刻
す
る
時
点
、
す
な
わ
ち
義
煕
九
年
(
四
=
二
)
九
月
三
日
以
前
と
考
え
る
の
が
一
応
順
当
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
㈹
と
㈲
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
制
作
年
時
の
上
限
と
下
限
を
合
わ
せ
る
と
、
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
制
作
は
、
義
熙
九
年
(
四
一
三
)
七
月
下
旬
以
降
、
同
年
九
月
三
日
ま
で
の
期
間
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
時
に
霊
運
二
十
九
歳
、
前
年
十
一
月
、
劉
祐
の
も
と
で
太
尉
参
軍
、
秘
書
丞
と
な
っ
た
も
の
の
、
「事
に
坐
し
て
免
ぜ
ら
れ
」
(
『
宋
書
』
本
伝
)
、
建
康
に
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
以
上
が
旧
説
の
論
拠
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
㈹
こ
の
よ
う
に
謝
霊
運
の
銘
の
制
作
を
義
熙
九
年
頃
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
湯
用
彫
(
前
掲
書
m　
嫺
頁
)
、
葉
笑
雪
(
『
謝
霊
運
詩
選
』
所
収
「謝
霊
運
伝
」
嫐
頁
)
、
郡
禺
衡
(
「謝
霊
運
年
譜
」
、
『華
東
師
範
大
学
報
』
一
九
五
七
年
第
三
期
)
、
楊
勇
(
「謝
霊
運
年
譜
」
、
『
饒
宗
頤
先
生
南
遊
贈
別
論
文
集
』
所
収
)
の
諸
氏
と
も
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
『仏
影
銘
』
を
子
細
に
検
討
す
る
と
、
法
顕
・
慧
遠
の
事
跡
を
手
掛
り
と
し
た
年
時
の
推
定
と
は
別
に
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
一
文
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
『序
』
の
部
分
の
九
行
目
の
、
こ
い
ね
が
お
む
「
庶
わ
く
は
、
誠
心
を
推
し
て
、
頗
る
群
物
を
感
ぜ
し
め
、
飛
鶚
も
音
を
革
む
る
の
期
を
有
し
、
闡
む
え
提
も
自
抜
の
路
を
獲
ん
こ
と
を
。
当
に
浄
土
を
相
尋
ね
て
、
顔
を
道
場
に
解
す
べ
し
」
の
一
文
、
お
あ
あ
お
も
つ
つ
し
よ
び
、
先
き
に
紙
数
の
関
係
で
省
略
し
た
『
銘
』
の
部
分
の
、
「嗟
爾
、
道
を
懐
い
て
、
慎
ん
で
中
な
か
む
む
み
ち
か
え
み
ひ
ら
こ
こ
慯
す
る
こ
と
勿
れ
。
弱
喪
の
推
も
、
闡
提
の
役
も
、
路
に
反
り
て
、
今
、
覩
、
蒙
を
発
き
て
、
茲
に
み
つ
い
覿
よ
」
の
一
文
に
見
え
る
「闡
提
」
の
語
で
あ
る
。
『序
』
に
お
い
て
「
闡
提
」
の
対
と
し
て
用
い
ふ
く
ろ
う
ら
れ
る
「飛
鶚
」
の
語
(
『
詩
経
』
魯
頌
津
水
。
『
毛
伝
』
に
「
鶚
は
悪
声
の
鳥
な
り
」
と
注
さ
れ
る
)
は
貶
義
の
言
葉
で
あ
り
、
『
銘
』
に
お
い
て
「
闡
提
」
に
対
応
す
る
「弱
喪
」
の
語
(
『
荘
子
』
わ
か
斉
物
論
、
郭
象
注
に
「
少
く
し
て
其
の
故
居
を
失
う
を
名
づ
け
て
弱
喪
と
為
す
」
と
あ
る
)
も
、
同
様
に
貶
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
を
勘
案
す
る
と
、
『
仏
影
銘
』
に
お
け
る
「
闡
提
」
の
語
は
、
コ
闡
提
」
(
Ic
ch
a
n
tik
a
)
1
仏
道
を
修
す
べ
き
善
根
を
断
じ
て
い
て
、
無
信
心
で
あ
り
、
未
来
永
劫
、
成
仏
し
え
な
い
者
ー
の
略
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
う
る
。
そ
う
す
る
と
次
に
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
こ
の
「
一
闡
提
」
の
語
が
い
つ
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
一
闡
提
」
の
語
が
漢
訳
さ
れ
て
最
初
に
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
一
般
に
、
法
顕
将
来
に
か
か
る
『
六
巻
泥
滬
経
』
に
よ
る
と
さ
れ
、
(
水
谷
幸
正
氏
の
コ
闡
提
攷
」、
『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
40
号
所
収
、
お
よ
び
高
崎
直
道
氏
の
『如
来
蔵
思
想
の
形
成
』
附
表
2
参
照
)
そ
の
訳
出
年
時
は
、
『
出
三
蔵
記
集
』
所
収
「
六
巻
泥
滬
経
記
出
経
後
記
」
(
大
正
5
・
60
・
b
)
に
、
義
熙
十
三
年
(
四
一
七
)
十
月
一
日
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
先
き
の
㈲
お
よ
び
㈲
で
述
べ
た
よ
う
に
『
仏
影
銘
』
の
制
作
年
時
を
義
熈
九
年
(
四
=
二
)
に
当
て
る
の
が
あ
く
ま
で
正
し
い
と
す
れ
ば
、
謝
霊
運
は
、
『
六
巻
泥
沮
経
』
11
出
(
四
一
七
)
の
四
年
も
前
に
、
「
闡
提
」
の
語
を
す
で
に
知
り
、
自
分
の
文
章
の
な
か
に
使
っ
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
、
年
時
の
推
定
に
齟
齬
が
生
じ
て
く
る
。
(
こ
の
事
実
は
、
中
西
久
味
氏
の
「
謝
霊
運
と
頓
悟
」
、
森
三
樹
三
郎
博
士
頌
寿
記
念
『東
洋
学
論
集
』
所
収
、
お
よ
び
荒
牧
典
俊
氏
の
「南
朝
前
半
期
に
お
け
る
教
相
判
釈
の
成
立
に
つ
い
て
」
、
『
中
国
中
世
の
宗
教
と
文
化
』
所
収
の
指
摘
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
)
そ
こ
で
理
解
の
便
の
た
め
に
㈲
㈲
㈲
に
述
べ
た
『仏
影
銘
』
に
関
す
る
事
項
を
略
年
表
に
ま
と
め
る
と
下
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
を
参
考
に
し
、
か
つ
㈲
に
述
べ
た
「
闡
提
」
の
語
の
訳
出
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
謝
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
の
制
作
年
時
を
推
定
す
れ
ば
、
次
の
三
つ
の
場
合
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
四
一
二
四
一
三
四
一
六
四
一
七
四
一
八
義
熙
八
年
義
熙
九
年
義
熙
十
二
年
義
煕
十
三
年
義
熙
十
四
年
五
月
一
日
、
慧
遠
、
仏
影
を
画
く
。
七
月
十
四
日
、
法
顕
、
青
州
牢
山
に
漂
着
。
七
月
下
旬
以
降
、
法
顕
、
建
康
に
入
る
。
七
月
下
旬
以
降
、
九
月
三
日
ま
で
の
期
間
に
、
謝
霊
運
、
銘
』
を
作
る
(
楊
勇
氏
等
の
説
に
よ
る
)
。
九
月
三
日
、
慧
遠
、
『
仏
影
銘
』
を
石
に
刻
す
。
『
仏
影
八
月
、
慧
遠
、
入
寂
ば
、
義
煕
十
三
年
)
。
(
霊
運
の
『
廬
山
慧
遠
法
師
誄
』
に
よ
れ
十
月
一
日
、
仏
駄
跋
陀
羅
、
巻
泥
沍
経
』
を
訳
出
。
宝
雲
、
建
康
道
場
寺
に
お
い
て
『
六
『
六
巻
泥
沍
経
』
校
定
終
了
。
ω
義
熙
九
年
旧
説
の
論
点
を
重
視
し
、
制
作
年
時
は
や
は
り
義
煕
九
年
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
際
問
題
と
な
る
「
闡
提
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
Gり
法
顕
か
ら
直
接
、
口
頭
で
教
え
ら
れ
た
か
、
ω
あ
る
い
は
ま
た
法
顕
に
は
よ
ら
ず
、
『
六
巻
泥
沍
経
』
訳
出
以
前
に
、
何
ら
か
の
経
路
に
よ
り
す
で
に
「闡
提
」
の
語
が
中
国
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
謝
霊
運
が
見
聞
し
た
と
解
す
る
。
㈲
義
熙
九
年
よ
り
十
二
年
ま
で
慧
遠
が
謝
霊
運
に
『仏
影
銘
』
の
制
作
を
依
頼
し
た
の
は
、
慧
遠
の
『
仏
影
銘
』
が
廬
山
に
刻
さ
れ
る
義
熙
九
年
九
月
三
日
以
降
で
あ
っ
て
も
何
ら
不
都
合
は
な
い
と
考
え
、
そ
の
上
限
を
義
熙
九
年
と
し
、
下
限
に
つ
い
て
は
慧
遠
の
入
寂
(
義
熙
十
二
年
)
ま
で
と
す
る
。
「
闡
提
」
に
つ
い
て
は
、
ω
の
⑦
と
④
に
準
ず
る
。
㈹
義
熙
十
三
年
以
降
謝
霊
運
が
「
闡
提
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
の
は
、
『
六
巻
泥
疸
経
』
の
訳
出
の
後
で
あ
る
と
し
、
謝
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
制
作
は
義
熙
十
三
年
以
降
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
時
慧
遠
は
す
で
に
示
寂
し
て
い
る
か
ら
、
・文
中
に
「
廬
山
法
師
、
風
を
聞
い
て
悦
ぶ
」
と
あ
る
の
は
、
慧
遠
の
存
命
中
の
こ
と
を
回
想
し
て
述
べ
た
に
す
ぎ
ず
、
さ
ら
に
「
道
秉
道
人
、
遠
く
意
旨
を
宣
ぶ
」
と
あ
る
の
に
つ
い
て
も
、
慧
遠
の
弟
子
の
道
秉
が
師
の
遺
命
を
体
し
て
遠
く
建
康
の
霊
運
の
も
と
に
至
っ
た
、
と
解
す
る
。
右
の
よ
う
に
謝
霊
運
の
『
仏
影
銘
』
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
三
つ
の
場
合
を
想
定
し
て
み
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
が
正
し
い
と
も
決
定
し
が
た
い
。
し
か
し
今
回
の
小
論
に
お
い
て
は
省
略
し
た
『
銘
』
の
部
分
に
見
え
る
「
六
趣
」
「
七
識
」
「
九
居
」
「
四
縁
」
「
五
蘊
」
等
の
仏
教
語
や
、
び
び
む
む
竺
道
生
の
影
響
を
思
わ
せ
る
「
壷
疊
た
る
正
覚
は
、
是
れ
極
、
是
れ
理
な
り
」
等
の
表
現
を
精
査
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
別
の
観
点
が
開
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
さ
ら
に
研
究
を
進
め
、
謝
霊
運
と
仏
教
と
の
関
係
の
全
貌
が
多
少
な
り
と
も
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
14
再
び
考
察
を
試
み
た
い
と
考
え
る
。
(
附
記
)
今
回
述
べ
た
『
仏
影
銘
』
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
中
国
仏
教
史
の
上
で
は
大
き
な
意
味
を
持
ち
え
ま
せ
ん
が
、
謝
霊
運
の
文
学
と
仏
教
と
の
関
係
に
限
定
し
て
考
え
れ
ぽ
、
必
ず
し
も
看
過
出
来
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
文
中
の
「
闡
提
」
と
い
う
言
葉
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
何
か
の
折
り
に
諸
先
生
方
の
御
示
教
を
い
た
だ
け
れ
ぽ
幸
い
で
す
。
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